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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ を 、 そ れ ぞ れ の 主 面 が 上 下 で 対 向 す る よ う に 搭 載 す る ウ エ ハ ボ ー ト で  
あ っ て 、
前 記 ウ エ ハ ボ ー ト は 石 英 で 構 成 さ れ 、
前 記 複 数 の Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ を 支 持 す る 複 数 の ウ エ ハ 棚 が 、 前 記 複 数 の Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ の 配 列 方  
向 に 沿 っ て 設 け ら れ た ウ エ ハ 支 持 部 材 を 有 し 、
少 な く と も 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 材 全 体 の 表 面 粗 さ が Ｒ ａ 値 で ２ μ ｍ 以 上 ４ μ ｍ 以 下 で あ る 、  
ウ エ ハ ボ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
複 数 の Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ を 、 そ れ ぞ れ の 主 面 が 上 下 で 対 向 す る よ う に 搭 載 す る ウ エ ハ ボ ー ト で  
あ っ て 、
前 記 ウ エ ハ ボ ー ト は 、
前 記 複 数 の Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ を 支 持 す る 複 数 の ウ エ ハ 棚 が 、 前 記 複 数 の Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ の 配 列 方  
向 に 沿 っ て 設 け ら れ た ウ エ ハ 支 持 部 材 を 有 し 、
少 な く と も 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 材 全 体 の 表 面 粗 さ が Ｒ ａ 値 で ２ μ ｍ 以 上 ４ μ ｍ 以 下 で あ る
ウ エ ハ ボ ー ト の 製 造 方 法 で あ っ て 、
表 面 粗 さ が Ｒ ａ 値 で ０ ． ５ ～ １ μ ｍ の 未 処 理 の ウ エ ハ ボ ー ト を 準 備 す る 工 程 と 、
前 記 未 処 理 の ウ エ ハ ボ ー ト 全 体 を 、
濃 度 ５ ～ ２ ０ ％ の 王 水 に 浸 漬 す る 工 程 と 、 を 備 え る 、 ウ エ ハ ボ ー ト の 製 造 方 法 。

請求項の数　2　（全8頁）
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 縦 型 バ ッ チ 式 熱 処 理 装 置 に お い て 半 導 体 ウ エ ハ を 搭 載 す る ウ エ ハ ボ ー ト に 関 し 、  
特 に 、 搭 載 す る 半 導 体 ウ エ ハ の 滑 り を 抑 制 し た ウ エ ハ ボ ー ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
複 数 枚 の 半 導 体 ウ エ ハ を 、 そ れ ぞ れ の 主 面 が 上 下 で 対 向 す る よ う に ウ エ ハ ボ ー ト に 搭 載 し  
て 熱 処 理 を 行 う 縦 型 バ ッ チ 式 熱 処 理 装 置 に お い て は 、 複 数 枚 の 半 導 体 ウ エ ハ を ウ エ ハ キ ャ  
リ ア に 搭 載 し て 装 置 内 に 搬 送 し 、 装 置 内 で 石 英 の ウ エ ハ ボ ー ト に 移 し 替 え 、 ウ エ ハ ボ ー ト  
に 搭 載 し た 状 態 で 装 置 内 の 熱 処 理 炉 に 移 動 し 、 熱 処 理 後 に は 、 逆 の 動 作 で 炉 外 に 取 り 出
し 、 熱 処 理 さ れ た 半 導 体 ウ エ ハ を ウ エ ハ キ ャ リ ア に 収 納 す る 。 こ の 一 連 の 搬 送 動 作 の 中 に  
、 枚 葉 型 の ロ ボ ッ ト ア ー ム に よ っ て ウ エ ハ キ ャ リ ア と ウ エ ハ ボ ー ト 間 で 半 導 体 ウ エ ハ を 搬  
送 す る 動 作 と 、 半 導 体 ウ エ ハ が 搭 載 さ れ た ウ エ ハ ボ ー ト を 熱 処 理 炉 内 で 上 下 方 向 に 移 動 さ  
せ る 動 作 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ こ で 、 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ） ウ エ ハ の 熱 処 理 に 使 用 さ れ る 熱 処 理 ボ ー ド に つ い て は 、 例 え ば  
特 許 文 献 １ に お い て 、 熱 処 理 時 に 発 生 す る 局 所 的 な 温 度 差 に よ る 熱 応 力 に 起 因 す る ス リ ッ  
プ お よ び 自 重 応 力 に 起 因 す る ス リ ッ プ を 抑 制 す る た め の 構 成 が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ５ ２ ７ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
昨 今 の パ ワ ー 半 導 体 装 置 の 分 野 で は 、 耐 熱 性 、 絶 縁 破 壊 電 圧 強 度 等 に 優 れ た 炭 化 珪 素 （ Ｓ  
ｉ Ｃ ） 半 導 体 装 置 の 開 発 が 盛 ん で あ り 、 Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ の 需 要 が 高 ま っ て い る が 、 市 販 さ れ  
て い る Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ は 、 両 主 面 が 鏡 面 研 磨 さ れ て お り 、 市 販 の Ｓ ｉ ウ エ ハ に 比 べ て 滑 り や  
す く 、 ウ エ ハ ボ ー ト の 移 動 時 に ウ エ ハ ボ ー ト か ら 落 下 す る 可 能 性 が 高 い と 言 う 問 題 が あ っ  
た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 上 記 の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ の 落 下 を  
抑 制 し た ウ エ ハ ボ ー ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に 係 る ウ エ ハ ボ ー ト は 、 複 数 の Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ を 、 そ れ ぞ れ の 主 面 が 上 下 で 対 向 す る  
よ う に 搭 載 す る ウ エ ハ ボ ー ト で あ っ て 、 前 記 ウ エ ハ ボ ー ト は 石 英 で 構 成 さ れ 、 前 記 複 数 の  
Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ を 支 持 す る 複 数 の ウ エ ハ 棚 が 、 前 記 複 数 の Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ の 配 列 方 向 に 沿 っ て  
設 け ら れ た ウ エ ハ 支 持 部 材 を 有 し 、 少 な く と も 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 材 全 体 の 表 面 粗 さ が Ｒ ａ  
値 で ２ μ ｍ 以 上 ４ μ ｍ 以 下 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
全 体 の 表 面 粗 さ が Ｒ ａ 値 で ２ μ ｍ 以 上 ４ μ ｍ 以 下 の ウ エ ハ ボ ー ト を 使 用 す る こ と で 、 ウ エ  
ハ 棚 と Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ と の 摩 擦 係 数 が 大 き く な り 、 Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ が 滑 り に く く な り 、 ウ エ ハ  
ボ ー ト の 移 動 時 に ウ エ ハ ボ ー ト か ら の Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ の 落 下 を 抑 制 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 の ウ エ ハ ボ ー ト を 使 用 す る 縦 型 バ ッ チ 式 熱 処 理 装 置 の 概  
略 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 の ウ エ ハ ボ ー ト の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 の ウ エ ハ ボ ー ト の 部 分 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 の ウ エ ハ ボ ー ト の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 の ウ エ ハ ボ ー ト の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
＜ 実 施 の 形 態 ＞
図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 の ウ エ ハ ボ ー ト を 使 用 す る 縦 型 バ ッ チ 式 熱 処 理 装 置 １ ０  
０ の 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 図 １ に 示 す 用 に 縦 型 バ ッ チ 式 熱 処 理 装 置 １ ０ ０ は 、 複 数 枚  
の Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ が 収 容 可 能 な ウ エ ハ キ ャ リ ア １ を 装 置 外 部 と の 間 で 出 し 入 れ す る キ ャ リ  
ア 室 ７ ０ と 、 キ ャ リ ア 室 ７ ０ に 連 通 し 、 複 数 枚 の Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ を 、 そ れ ぞ れ の 主 面 が 上  
下 で 対 向 す る よ う に 搭 載 す る 石 英 の ウ エ ハ ボ ー ト ３ が 格 納 さ れ る ボ ー ト 室 ８ ０ と 、 ボ ー ト  
室 ８ ０ の 上 方 に 設 け ら れ 、 ウ エ ハ ボ ー ト ３ ご と 複 数 枚 の Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ に 対 し て 熱 処 理 を  
行 う 熱 処 理 炉 ５ が 配 置 さ れ た 熱 処 理 室 ９ ０ と を 備 え て い る 。 石 英 を 用 い る こ と で 、 耐 熱 性  
に 優 れ た ウ エ ハ ボ ー ト ３ を 得 る こ と が で き る 。 な お 、 ウ エ ハ ボ ー ト ３ の 材 質 と し て は サ フ  
ァ イ ア な ど も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ウ エ ハ キ ャ リ ア １ は 、 キ ャ リ ア ス テ ー ジ ７ 上 に 載 置 さ れ て 外 部 か ら キ ャ リ ア 室 ７ ０ 内 に 搬  
送 さ れ る 。 通 常 、 ウ エ ハ ボ ー ト ３ に 一 度 に 搭 載 可 能 な Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ は 、 １ つ の ウ エ ハ キ  
ャ リ ア １ に 収 容 さ れ る 枚 数 よ り 多 い た め 、 ウ エ ハ キ ャ リ ア １ は 、 キ ャ リ ア 室 ７ ０ 内 に 複 数  
搬 送 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
キ ャ リ ア ス テ ー ジ ７ に お い て は 、 複 数 枚 の Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ が 、 そ れ ぞ れ の 主 面 が 上 下 で 対  
向 す る よ う に ウ エ ハ キ ャ リ ア １ が 搭 載 さ れ て い る 。 な お 、 Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ の 裏 面 と な る 主  
面 が 下 側 と な る よ う に ウ エ ハ キ ャ リ ア １ に 搭 載 さ れ て お り 、 キ ャ リ ア 室 ７ ０ 内 に 設 け ら れ  
た 搬 送 機 構 ２ １ の 搬 送 ロ ボ ッ ト ア ー ム ２ が 、 Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ の 裏 面 に 接 触 し て Ｓ ｉ Ｃ ウ エ  
ハ ６ を 載 置 し 、 ウ エ ハ キ ャ リ ア １ か ら Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ を 取 り 出 す 。 な お 、 図 １ に 示 す 搬 送  
ロ ボ ッ ト ア ー ム ２ は 、 枚 葉 型 で あ り 、 ウ エ ハ を １ 枚 単 位 で 搬 送 す る が 、 一 度 に 複 数 枚 の ウ  
エ ハ を 搬 送 可 能 と す る 機 能 を 備 え て い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ウ エ ハ キ ャ リ ア １ か ら 取 り 出 さ れ た Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ は 、 搬 送 ロ ボ ッ ト ア ー ム ２ に 載 置 さ れ  
た 状 態 で ボ ー ト 室 ８ ０ 内 ま で 搬 送 さ れ 、 ウ エ ハ ボ ー ト ３ に 搭 載 さ れ る 。 搬 送 ロ ボ ッ ト ア ー  
ム ２ に よ っ て ウ エ ハ キ ャ リ ア １ 内 の 全 て の Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ が ウ エ ハ ボ ー ト ３ に 移 し 替 え ら  
れ る と 、 ウ エ ハ ボ ー ト ３ は ボ ー ト エ レ ベ ー タ ー ４ に よ っ て 、 上 方 に 移 動 し 、 熱 処 理 室 ９ ０  
内 に 搬 送 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ こ で 、 図 ２ を 用 い て ウ エ ハ ボ ー ト ３ の 概 略 の 構 成 を 示 す 。 図 ２ に 示 さ れ る よ う に ウ エ ハ  
ボ ー ト ３ は 、 Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ を 出 し 入 れ す る 側 が 開 口 部 と な り 、 ウ エ ハ の 出 し 入 れ 方 向 （  
Ｘ 方 向 ） に 対 し て 直 交 す る 方 向 （ Ｙ 方 向 ） に ２ つ の ウ エ ハ 支 持 部 材 ９ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
２ つ の ウ エ ハ 支 持 部 材 ９ は 、 互 い に 向 か い 合 う 側 に 、 垂 直 方 向 （ Ｚ 方 向 ） に 配 列 さ れ た 複  
数 の ウ エ ハ 棚 ９ ａ を 有 し 、 複 数 の ウ エ ハ 棚 ９ ａ は 、 例 え ば ウ エ ハ 支 持 部 材 ９ に 対 し て 、 Ｓ  
ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ の 出 し 入 れ 方 向 と 平 行 な 方 向 に ス リ ッ ト を 形 成 す る こ と で 設 け ら れ て お り 、  
向 か い 合 っ た ウ エ ハ 支 持 部 材 ９ の ウ エ ハ 棚 ９ ａ に Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ が 挿 入 さ れ る こ と で 、 Ｓ  
ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ の 左 右 の 端 縁 部 が ウ エ ハ 棚 ９ ａ で 支 持 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 ウ エ ハ の 挿 入 方 向 に も ２ つ の ウ エ ハ 支 持 部 材 １ ９ が 配 置 さ れ て お り 、 Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ  
６ を 挿 入 す る 際 に 、 Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ の 飛 び 出 し を 防 止 す る こ と が で き る 。 ウ エ ハ 支 持 部 材  
１ ９ は 、 垂 直 方 向 （ Ｚ 方 向 ） に 配 列 さ れ た 複 数 の ウ エ ハ 棚 １ ９ ａ を 有 し て お り 、 こ の 配 列  
は ウ エ ハ 支 持 部 材 ９ の ウ エ ハ 棚 ９ ａ の 配 列 と 同 じ 配 列 間 隔 を 有 し て い る 。 ２ つ の ウ エ ハ 支  
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持 部 材 ９ の ウ エ ハ 棚 ９ ａ に Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ が 挿 入 さ れ る と 、 ２ つ の ウ エ ハ 支 持 部 材 １ ９ の  
ウ エ ハ 棚 １ ９ ａ に も Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ が 挿 入 さ れ 、 ウ エ ハ 棚 １ ９ ａ に よ っ て Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６  
の 端 縁 部 が 支 持 さ れ る 。 ウ エ ハ 支 持 部 材 １ ９ は 、 Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ の 挿 入 方 向 と は 異 な る 方  
向 、 例 え ば Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ の 挿 入 方 向 に 対 し て 平 面 内 で ５ ０ ° ～ ７ ０ ° 傾 い た 方 向 に ス リ  
ッ ト を 形 成 す る こ と で ウ エ ハ 棚 １ ９ ａ を 設 け て い る の で 、 ウ エ ハ 棚 １ ９ ａ に Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ  
６ を 挿 入 す る と 、 Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ の 挿 入 方 向 へ の 動 き が 規 制 さ れ 、 Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ の 飛 び  
出 し を 防 止 す る 。 な お 、 ウ エ ハ 支 持 部 材 ９ お よ び １ ９ は 、 垂 直 方 向 （ Ｚ 方 向 ） に 配 置 さ れ  
た 円 板 状 の ２ つ の 端 面 板 ３ １ に 挟 ま れ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
熱 処 理 室 ９ ０ 内 に は 熱 処 理 炉 ５ が 配 置 さ れ て お り 、 ウ エ ハ ボ ー ト ３ は ボ ー ト エ レ ベ ー タ ー  
４ の 載 置 台 ４ １ に 載 置 さ れ た 状 態 で 熱 処 理 炉 ５ 内 に 搬 入 さ れ る 。 熱 処 理 炉 ５ は 、 円 筒 状 で  
あ り 、 上 面 は 閉 じ ら れ 、 下 面 が 開 口 部 と な っ て お り 、 当 該 開 口 部 か ら ウ エ ハ ボ ー ト ３ が
熱 処 理 炉 ５ 内 に 挿 入 さ れ る よ う に ボ ー ト エ レ ベ ー タ ー ４ を 上 昇 さ せ る こ と で 載 置 台 ４ １ が  
開 口 部 を 塞 ぎ 、 熱 処 理 炉 ５ は 密 閉 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
熱 処 理 炉 ５ を 密 閉 し た 状 態 で 、 熱 処 理 に よ り 、 例 え ば グ ラ フ ァ イ ト 膜 を Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ に  
形 成 し 、 熱 処 理 完 了 後 、 熱 処 理 炉 ５ 内 か ら Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ が 積 載 さ れ た 状 態 の ウ エ ハ ボ ー  
ト ３ は ボ ー ト エ レ ベ ー タ ー ４ が 下 降 す る こ と で ボ ー ト 室 ８ ０ 内 に 搬 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ の 後 は 、 搬 入 動 作 と は 逆 の 動 作 に よ り Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ が ウ エ ハ ボ ー ト ３ か ら キ ャ リ ア ス  
テ ー ジ ７ 上 の ウ エ ハ キ ャ リ ア １ に 移 し 替 え ら れ 、 キ ャ リ ア ス テ ー ジ ７ に よ っ て 装 置 外 に 搬  
出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 ウ エ ハ ボ ー ト ３ は ボ ー ト エ レ ベ ー タ ー ４ の 載 置 台 ４ １ に 載 置 さ れ た  
状 態 で 熱 処 理 炉 ５ 内 に 搬 入 さ れ 、 搬 出 さ れ る が 、 先 に 説 明 し た よ う に 、 Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ は  
両 主 面 が 鏡 面 研 磨 さ れ て い る の で 滑 り や す い 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ は 、 Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ が 搭 載 さ れ た 箇 所 を 拡 大 し た ウ エ ハ ボ ー ト ３ の 側 面 図 を 示 し て お  
り 、 ２ つ の ウ エ ハ 支 持 部 材 ９ の み を 示 し て い る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 向 か い 合 っ て 配 置 さ  
れ た ２ つ の ウ エ ハ 支 持 部 材 ９ の ウ エ ハ 棚 ９ ａ に Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ の 裏 面 が 接 触 す る よ う に 搭  
載 さ れ る 。 ま た 、 図 ４ は 、 図 ３ に お け る ウ エ ハ ボ ー ト ３ を 矢 印 Ａ 方 向 か ら 見 た 平 面 図 で あ  
り 、 ２ つ の ウ エ ハ 支 持 部 材 ９ と ２ つ の ウ エ ハ 支 持 部 材 １ ９ で Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ が 支 持 さ れ て  
い る 。 従 っ て 、 Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ の 挿 入 方 向 と 、 そ れ に 直 交 す る 方 向 に は Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ の  
動 き が 規 制 さ れ る が 、 Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ の 挿 入 方 向 と は 反 対 の 方 向 、 す な わ ち 、 矢 印 Ｂ 方 向  
に は Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ が 動 く 余 地 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ こ で 、 ウ エ ハ 支 持 部 材 ９ お よ び １ ９ の そ れ ぞ れ の ウ エ ハ 棚 ９ ａ お よ び １ ９ ａ の 表 面 粗 さ  
を 粗 く す る こ と で Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ の 滑 り を 抑 制 す る 構 造 と し た 。 す な わ ち 、 ウ エ ハ ボ ー ト  
３ 全 体 を 希 フ ッ 酸 に 浸 漬 す る こ と で ウ エ ハ ボ ー ト ３ の 表 面 全 体 を 粗 い 表 面 と し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
よ り 具 体 的 に は 、 表 面 粗 さ が 算 術 平 均 粗 さ を 表 す Ｒ ａ 値 で ０ ． ５ ～ １ μ ｍ 程 度 に 仕 上 げ ら  
れ た 未 処 理 の ウ エ ハ ボ ー ト ３ を 、 濃 度 ５ ～ １ ０ ％ 、 一 例 と し て は 濃 度 約 ８ ％ の 希 フ ッ 酸 液  
に ２ ０ ～ ４ ０ 時 間 浸 漬 さ せ る こ と で 、 Ｒ ａ 値 で ２ μ ｍ 以 上 ４ μ ｍ 以 下 の 表 面 粗 さ に 変 更 し  
た 。 な お 、 希 フ ッ 酸 液 の 濃 度 を 倍 、 例 え ば ２ ０ ％ 程 度 に す れ ば 浸 漬 時 間 を 半 分 程 度 に で き  
、 希 フ ッ 酸 液 の 濃 度 お よ び 浸 漬 時 間 を 調 整 す る こ と で 、 表 面 粗 さ を 調 整 で き る 。 ま た 、 希  
フ ッ 酸 以 外 に 、 王 水 （ フ ッ 酸 、 硝 酸 、 塩 酸 の 混 合 液 ） を 使 用 し て も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
な お 、 ウ エ ハ ボ ー ト ３ の 表 面 粗 さ は 、 図 ３ に 示 す ウ エ ハ 支 持 部 材 ９ の 側 面 に お い て 矢 印 １  
１ で 示 す よ う な 範 囲 の 測 定 領 域 を 設 定 し 、 触 針 式 の 表 面 粗 さ 計 に よ り 測 定 し た 。 ウ エ ハ ボ  
ー ト ３ 全 体 を 希 フ ッ 酸 に 浸 漬 す る こ と で 、 ウ エ ハ ボ ー ト ３ の 何 れ の 表 面 で も 同 じ 表 面 粗 さ  
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に で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ５ は 、 表 面 粗 さ を 粗 く し た ウ エ ハ ボ ー ト ３ の 部 分 断 面 図 で あ り 、 ウ エ ハ 支 持 部 材 ９ の 一  
部 と ウ エ ハ 棚 ９ ａ の 表 面 状 態 を 三 角 形 の 凹 凸 で 模 式 的 に 示 し て い る 。 図 ５ に 示 さ れ る よ う  
に 、 ウ エ ハ ボ ー ト ３ は 、 そ の 表 面 全 体 が 粗 く な っ て Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ と の 摩 擦 係 数 が 大 き く  
な っ て お り 、 ウ エ ハ 棚 ９ ａ に 接 触 す る Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ の 裏 面 は 、 粗 い ウ エ ハ 棚 ９ ａ の 表 面  
に よ っ て 、 何 れ の 方 向 に も 滑 り に く く な り 、 ウ エ ハ ボ ー ト ３ の 移 動 時 に ウ エ ハ ボ ー ト ３ か  
ら Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ ６ が 落 下 す る 可 能 性 を 低 く で き る 。 落 下 に よ り 高 価 な Ｓ ｉ Ｃ ウ エ ハ が 破 損  
す る こ と を 防 止 す る こ と で 製 造 コ ス ト が 低 減 し 、 ま た 、 搬 送 ト ラ ブ ル に よ る 製 造 ラ イ ン の  
停 止 時 間 が 削 減 さ れ る こ と で 、 Ｓ ｉ Ｃ 半 導 体 装 置 の 生 産 性 も 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 本 発 明 は 、 そ の 発 明 の 範 囲 内 に お い て 、 実 施 の 形 態 を 適 宜 、 変 形 、 省 略 す る こ と が  
可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
３   ウ エ ハ ボ ー ト 、 ４   ボ ー ト エ レ ベ ー タ ー 、 ５   熱 処 理 炉 、 ９ ， １ ９   ウ エ ハ 支 持 部 材 、  
９ ａ ， １ ９ ａ   ウ エ ハ 棚 。



10

20

30

40

50

JP 7030604 B2 2022.3.7(6)

【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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